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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月7日(2019.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結像光学系の異なる瞳部分領域を通過する光束をそれぞれ受光する複数の光電変換部が
設けられた画素が複数配列された撮像素子であって、
　前記結像光学系の最小射出瞳距離Ｌminと前記結像光学系の最大射出瞳距離Ｌmaxに対し
て、前記撮像素子の入射瞳距離Ｚsが、

を満たすことを特徴とする撮像素子。
【請求項２】
　結像光学系の異なる瞳部分領域を通過する光束をそれぞれ受光する複数の光電変換部が
設けられた画素が複数配列された撮像素子であって、
　前記撮像素子の最大像高Ｒに対して、前記撮像素子の入射瞳距離Ｚsが、
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　　　2.33Ｒ ＜ Ｚs ＜ 6.99Ｒ
を満たすことを特徴とする撮像素子。
【請求項３】
　結像光学系の異なる瞳部分領域を通過する光束をそれぞれ受光する複数の光電変換部が
設けられた画素が複数配列された撮像素子であって、
　前記複数の光電変換部のそれぞれに対する前記撮像素子の入射瞳と前記結像光学系の射
出瞳とのずれ量が、予め決められた範囲に収まるように、前記撮像素子の最大像高と前記
撮像素子の入射瞳距離とが決められていることを特徴とする撮像素子。
【請求項４】
　前記画素それぞれが１つのマイクロレンズを備え、前記各マイクロレンズは、前記画素
それぞれに設けられた前記複数の光電変換部に対応していることを特徴とする請求項１乃
至３のいずれか１項に記載の撮像素子。
【請求項５】
　結像光学系を着脱可能な撮像装置であって、
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の撮像素子を備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項６】
　前記結像光学系と、
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の撮像素子と
　を備えたことを特徴とする撮像装置。
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